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(図6）ヒト、マウスおよびダック"180のアミノ酸配列の比較。
カルポキシペプチダーゼのZnbindingsiteは★、substratebindingsiteは○、catalyticsiteは●で示した。
3個のカルポキシペプチダーゼドメインは、右端にA、BおよびCで示した。カルポキシペプチダーゼ
ドメインA、Bには、カルポキシペプチダーゼ活性に重要なアミノ酸残基が完全に保存されている。しか全に保存されている。しかし、
ドメインCでは不完全であった（ドメイン間のアミノ酸配列の比較から各siteに相当する位置のアミノ酸は、
★○●で示し、カルポキシペプチダー ゼ活性に重要なアミノ酸鍔基を下段に記した）。
12
抗ヒトカルボキシペプチダー ゼqpl80モノクローナル抗体の作製。
我々は、カルボキシペプチダーゼgpl80の細胞内局在性、プロセッシングの可能
性について検討するため、抗ヒト邸180モノクローナル抗体を作製した。
モノクロー ナル抗体の作製には、マウスをimmUmimeする折原としてヒトgpl80の
transmembIaneおよびcymlasmic領域を除いたカルボキシペプチダー ゼABCドメイ
ンにHsタグを付加したリコンビナント蛋白を用いた。
これまでに、1種のモノクローナル抗体が得られている。この抗体は、ヒト
卯180のカルポキシペプチダーゼドメインAを特異的に認識していた。
我々 は、ヒトgpl80の細胞内プロセッシングの可能性について検討するため、こ
の抗体を用いて、ヒト培養細胞株293T細胞のライセートのウエスタンプロット解析
を行った（図7）。ヒトgpl80は、抗マウスIgGconjugdHRP/ECL法により検出
した。分子量180kDaの単一バンドのみが認められることから、"180は細胞内でプ
ロセッシングを受けずmatulemmlとして存在するものと思われる。我々は、ヒト培
養細胞株ILLa、HepG2細胞についても同様の結果を得た。また、カルボキシペプチ
ダーゼ部180の細胞内局在性については、現在、進めている。
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